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第１５回委員会における主な指摘事項と対応
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議事 指摘事項 対応方針

（2) これまでの事
故ゼロプランの取り
組み

① H17交通安全要対策箇所の対策効果分析において、No20.
主要地方道50号元台町河和田線交差点～千波十文字交差
点は渋滞しているイメージがあるが、事故対策を行うこ
とで、移動性が損なわれることが懸念される。渋滞によ
り事故が発生している可能性もあるため、事故の発生状
況を確認し、渋滞対策を含めた検討を実施する必要があ
る。

当箇所の対策案は、事故の危険が高い区間をド
ライバーに注意喚起する目的で当該区間の始終
点部に注意喚起看板とカラー舗装を行うとして
いる。したがって、当対策は直接的に減速させ
る対策でないことから、さらなる渋滞を発生さ
せることは考えにくいと判断した。

② 浜田十字路交差点では、8月2日（日）に多重追突事故が
発生した。年に1、2件程度、重大事故が発生しているが、
事故危険区間に選定されていないのか。

事故危険区間【第1期】の529区間に入っており、
交通安全対策は実施している。
「茨城県事故危険区間【第１期】の選定箇所」
としてP5、6に直轄管理の134箇所の一覧と当該
交差点の対策内容を整理した。

（5）新たな事故危
険区間【第４期】の
指標の検討

③ 新たな事故危険区間【第４期】の指標の中の工作物接触
事故はスピードの出しすぎや飲酒運転も原因と考えられ
る。飲酒運転の事故を除くと、数値が小さくなる可能性
があるので、次回の委員会までに確認いただきたい。

「３．新たな事故危険区間【第４期】の指標に
ついて」において結果を整理した。

④ 生活道路の事故対策は重要な視点であるため、国等のサ
ポート体制等についても検討する必要がある。

「４．生活道路における事故対策の取り組みに
ついて」において結果を整理した。

第１５回委員会でご指摘を頂いた４つの事項について、対応方針を整理しました。

1．第１５回委員会における主な指摘事項と対応



【No.20】主要地方道50号 元台町河和田線交差点～千波十文字 （区間）
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せ ん ば じ ゅ う も ん じもと だいまち か わわだ

位置図

※ H21－H24

選定の視点

要因分析と対策方針

事故発生状況と利用者の声

要因 対策方針着目事故 具体の対策内容案※

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策
「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

現地写真

：着目事故

事故発生状況

事故率（件/億台キロ） 管内順位 事故件数

事故類型

事故データ

第３期事故危険区間

ITデータ

死傷事故率 特徴的な事故 急減速 WEBヒヤリハット

事故対策の立案
※ 赤字：提案する対策工種

H17交通安全要対策箇所

沿道施設

至 水戸駅

ネットカ
フェ

392.4 349 /8,211 26

H21-H24の合計事故件数（26件）

至 水戸駅

至 県庁

②出合頭事故

短期④左折事故 沿道施設への進入時の後方確認不足

短期

カラー舗装
（元台町河和田線交差点、千波十文字交差点）

法定外看板「この先追突事故多発」
（元台町河和田線交差点、千波十文字交差点）

法定外看板「沿道出入注意」

注意喚起

①追突事故

③右折事故

【着目事故】
①追突事故
②取付道路からの進入道路と
主道路直進車との出合頭事故発生

②交差点内出合頭事故

（4件/4年）

②交差点内出合頭事故

（4件/4年）

③沿道施設から本線右折事故（4件/4年）③沿道施設から本線右折事故（4件/4年）

①沿道出入り口から本線
追突事故（15件/4年）
①沿道出入り口から本線
追突事故（15件/4年）

③沿道施設及び取付道路から本線進入右折事故発生
④沿道施設への進入時左折事故発生

④沿道施設への進入時左折事故（4件/4年）④沿道施設への進入時左折事故（4件/4年）

注意喚起看板
「この先追突事故多発」

カラー舗装

至 水戸駅

至 県庁

元台河和田線交差点

沿道施設及び取付道路から本線進入時に、本線が渋滞して
おり、流入チャンスが少ないため強引な進入をする

沿道出入及び取付道路出入車両に伴う、急停止・急減速 短期

注意喚起看板
「この先追突事故多発」

カラー舗装

至 水戸

駅

千波十文字

至 県

庁
沿道施設

ネットカフェ

注意喚起看板
「沿道出入注意」

注意喚起看板
「沿道出入注意」

至 水戸

駅

至 県庁

●

N 至 水戸駅

至 県庁

元台
河和田線
交差点

千波十文字 0 500m

元台
河和田線
交差点

千波十文字

N

追加対策の検討

1．第１５回委員会における主な指摘事項と対応

減速路面標示等の
直接的に減速させる対策ではなく
ドライベーへの注意喚起対策を実施



■浜田十字路交差点は第１期事故危険箇所にて選定済み箇所

茨城県事故危険区間【第１期】の選定箇所
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＜事故危険区間選定の視点＞

①死傷事故率 死傷事故率が高い（死傷事故率３００件／億台キロ以上）区間を選定

②利用者の声 パブリックコメント、道路利用者の声などから交通安全対策が必要と判断した区間を選定

③特徴的な事故 死亡事故、歩行者・自転車事故、夜間事故、高齢者事故、横断歩行者事故、追突事故、正面衝突など県内の特徴的な事故の
いずれかが多く発生してる区間を選定

選定の視点

No. 管理者 路線番号 市町村名 箇所名 ①

死

傷

事

故

率

②

利

用

者

の

声

③

特

徴

的

な

事

故

死傷事故率

（件/億台キロ）

【H17-H20】

代

表
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1

区

間

1 国 一般国道6号 取手市 取手市取手駅西入口交差点 ● 235.7 ●

2 国 一般国道6号 取手市 取手市国道294号入口交差点 ● 176.8 ●

3 国 一般国道6号 取手市 取手市小浮気交差点 ● ● ● 330.0 ●

4 県に移管 一般県道 長沖藤代線 取手市 取手市文巻橋交差点 ● 323.2 ●

5 県に移管 一般県道 長沖藤代線 龍ケ崎市 龍ケ崎市小通幸谷交差点 ● 452.5 ●

6 国 一般国道6号 龍ケ崎市 龍ケ崎市庄兵衛新田町(区間) ● 253.9 ●

7 国 一般国道6号 牛久市 牛久市みどり野団地西交差点 ● 338.6

8 国 一般国道6号 牛久市 牛久市(仮)牛久駅西出口(南)交差点 ● ● 459.5 ●

9 国 一般国道6号 牛久市 牛久市田宮町交差点 ● 386.9 ●

10 国 一般国道6号 牛久市 牛久市(仮)東急団地入口(南)交差点 ● 314.4

11 国 一般国道6号 牛久市 牛久市柏田町交差点 ● 338.6 ●

12 国 一般国道6号 牛久市 牛久市学園都市南入口交差点 ● 701.3

13 国 一般国道6号 牛久市 牛久市猪子町交差点 ● 408.5

14 国 一般国道6号 土浦市 土浦市荒川沖交差点 ● ● 382.9 ●

15 国 一般国道6号 土浦市 土浦市(仮)学園大通り入口(南)交差点 ● 255.3 ●

16 国 一般国道6号 土浦市 土浦市学園東大通り入口交差点 ● ● ● 791.4 ●

17 国 一般国道6号 土浦市 土浦市中村南4丁目(区間) ● 421.0 ●

18 国 一般国道6号 土浦市 土浦市中村南3丁目(区間) ● 368.6

19 国 一般国道6号 土浦市 土浦市原の前交差点 ● ● 331.9 ●

20 国 一般国道6号 土浦市 土浦市中村陸橋下交差点 ● 391.2

21 国 一般国道6号 土浦市 土浦市(仮)学園大橋南陸橋北(分合流部)交差点 ● ● 352.1

22 国 一般国道6号 土浦市 土浦市(仮)真鍋跨道橋(南)交差点 ● ● 459.3 ●

23 国 一般国道6号 かすみがうら市 かすみがうら市(仮)中貫工業団地入口(北)交差点 ● 764.0 ●

24 国 一般国道6号 かすみがうら市 かすみがうら市(仮)清水(北)交差点 ● 463.9 ●

25 国 一般国道6号 かすみがうら市 かすみがうら市上稲吉(区間) ● ● 311.0 ●

26 国 一般国道6号 かすみがうら市 かすみがうら市上稲吉交差点 ● 382.0

27 国 一般国道6号 かすみがうら市 かすみがうら市下土田(区間) ● 150.6 ●

28 国 一般国道6号 石岡市 石岡市山王台交差点 ● 398.8

29 国 一般国道6号 石岡市 石岡市役所入口交差点 ● 190.7 ●

30 国 一般国道6号 小美玉市 小美玉市堅倉交差点 ● 326.9 ●

31 国 一般国道6号 東茨城郡茨城町 東茨城郡茨城町長岡新田交差点 ● ● 509.5 ●

32 国 一般国道6号 東茨城郡茨城町 東茨城郡茨城町矢頭南交差点 ● 509.5

33 国 一般国道6号 水戸市 水戸市四中入口交差点 ● ● 326.4

34 国 一般国道6号 水戸市 水戸市酒門町交差点 ● ● 808.3

35 国 一般国道6号 水戸市 水戸市酒門六差路交差点 ● ● 505.2

36 国 一般国道6号 水戸市 水戸市渋井町交差点 ● ● 424.4

37 国 一般国道6号 水戸市 水戸市浜田十字路交差点 ● ● 718.0

38 国 一般国道6号 ひたちなか市 ひたちなか市市毛十字路交差点 ● 352.5

39 国 一般国道6号 ひたちなか市 ひたちなか市少年刑務所北側交差点 ● 367.8 ●

40 国 一般国道6号 ひたちなか市 ひたちなか市田彦二本松交差点 ● 220.7 ●

41 国 一般国道6号 ひたちなか市 ひたちなか市工業団地入口交差点 ● ● 625.3

42 国 一般国道6号 ひたちなか市 ひたちなか市孫目十字路交差点 ● 331.0

43 国 一般国道6号 那珂市 那珂市笠松交差点 ● 110.3 ●

44 国 一般国道6号 那珂郡東海村 那珂郡東海村二軒茶屋交差点 ● 355.5

45 国 一般国道6号 日立市 日立市下土木内町交差点 ● 101.6 ●

46 国 一般国道6号 日立市 日立市大みか町6丁目交差点 ● 384.0

47 国 一般国道6号 日立市 日立市みかの原団地入り口交差点 ● 323.3

48 国 一般国道6号 日立市 日立市塙山十字路交差点 ● 181.9 ●

49 国 一般国道6号 日立市 日立市千石町2丁目(区間) ● 141.0 ●

50 国 一般国道6号 日立市 日立市山下町十字路交差点 ● 360.1

51 国 一般国道6号 日立市 日立市国土交通省前交差点 ● 304.7

52 国 一般国道6号 日立市 日立市(仮)日立バイパス入口交差点 ● 304.7

53 国 一般国道6号 日立市 日立市公設市場前交差点 ● 360.1

54 国 一般国道6号 日立市 日立市田尻町4丁目(区間) ● 219.1 ●

55 国 一般国道6号 日立市 日立市相田町1丁目(区間) ● 177.1

56 国 一般国道6号 日立市 日立市伊師工業団地入口交差点 ● 127.2

57 国 一般国道6号 高萩市 高萩市東本町3丁目(区間) ● 121.8 ●

58 国 一般国道6号 北茨城市 北茨城市(仮)仁井田(南)交差点 ● 321.9 ●

59 国 一般国道6号 北茨城市 北茨城市里根川交差点 ● 321.9

60 国 一般国道6号 北茨城市 北茨城市常北中下交差点 ● 354.1 ●

61 国 一般国道6号 取手市 取手市小浮気 付近 ● 166.5

62 国 一般国道6号 つくば市 つくば市大井北交差点 ● 847.0

63 国 一般国道50号 筑西市 筑西市市民病院入口交差点 ● 391.1

64 国 一般国道50号 筑西市 筑西市(仮)玉戸(西)交差点 ● 419.0

65 国 一般国道50号 筑西市 筑西市玉戸(区間) ● 335.2

66 国 一般国道50号 筑西市 筑西市玉戸 付近(区間) ● 195.5 ●

67 県に移管 市道下1級 38号線 筑西市 筑西市神分交差点 ● 335.2

選定の視点

No. 管理者 路線番号 市町村名 箇所名 ①
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傷

事

故

率

②
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声

③
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死傷事故率
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【H17-H20】

代

表

6

1

区

間

68 県に移管 主要地方道 石岡筑西線 筑西市 筑西市西谷貝交差点 ● 502.8

69 県に移管 主要地方道 石岡筑西線 筑西市 筑西市横島交差点 ● ● 642.9

70 国 一般国道50号 筑西市 筑西市(仮)門井(南)交差点 ● 375.1

71 国 一般国道50号 桜川市 桜川市上野原地新田(区間) ● 125.9 ●

72 国 一般国道50号 桜川市 桜川市元岩瀬交差点 ● 311.8

73 国 一般国道50号 桜川市 桜川市(仮)東桜川3丁目交差点 ● 359.7 ●

74 国 一般国道50号 笠間市 笠間市(仮)飯合交差点 ● 328.1

75 国 一般国道50号 笠間市 笠間市寺崎交差点 ● 515.6

76 国 一般国道50号 笠間市 笠間市(仮)才木(東)交差点 ● 322.6 ●

77 国 一般国道50号 笠間市 笠間市上市原 付近 ● 115.8

78 国 一般国道50号 水戸市 水戸市三軒屋交差点 ● 322.6

79 国 一般国道50号 水戸市 水戸市杉崎南交差点 ● 607.1

80 国 一般国道50号 水戸市 水戸市跨線橋北交差点 ● 491.5 ●

81 国 一般国道50号 水戸市 水戸市大足東交差点 ● 346.9 ●

82 国 一般国道50号 水戸市 水戸市常磐道高架下交差点 ● 431.5 ●

83 国 一般国道50号 水戸市 水戸市大塚町交差点 ● 352.9 ●

84 国 一般国道50号 水戸市 水戸市赤塚2丁目交差点 ● 577.4

85 国 一般国道50号 水戸市 水戸市赤塚駅入口交差点 ● 384.9 ●

86 国 一般国道50号 水戸市 水戸市石川4丁目(区間) ● ● 323.3 ●

87 国 一般国道50号 水戸市 水戸市石川町交差点 ● ● 705.7 ●

88 国 一般国道50号 水戸市 水戸市石川二東交差点 ● 449.1

89 国 一般国道50号 水戸市 水戸市新原三差路交差点 ● 673.6

90 国 一般国道50号 水戸市 水戸市自由ヶ丘交差点 ● ● ● 545.3 ●

91 国 一般国道50号 水戸市 水戸市東原2丁目交差点 ● 417.0

92 国 一般国道50号 水戸市 水戸市偕楽園北口交差点 ● 320.8

93 国 一般国道50号 水戸市 水戸市大工町2丁目交差点 ● 481.2 ●

94 国 一般国道50号 水戸市 水戸市大工町交差点 ● ● 1,122.7

95 国 一般国道50号 水戸市 水戸市千波海道付交差点 ● 322.3 ●

96 国 一般国道50号 水戸市 水戸市泉町3丁目交差点 ● ● 593.6

97 国 一般国道50号 水戸市 水戸市泉町1丁目交差点(区間) ● 303.2

98 国 一般国道50号 水戸市 水戸市南町3丁目交差点 ● ● 368.4

99 国 一般国道50号 結城市 結城市小田林東交差点 ● 348.5

100 国 一般国道50号 結城市 結城市城南小北交差点 ● 597.4

101 国 一般国道50号 結城市 結城市文化センター南交差点 ● 697.0

102 国 一般国道50号 結城市 結城市下り松交差点 ● 398.3

103 国 一般国道50号 結城市 結城市鹿窪運動公園入口交差点 ● 448.1

104 国 一般国道50号 水戸市 水戸市赤塚小南交差点 ● ● 559.9

105 国 一般国道50号 水戸市 水戸市河和田町南交差点 ● 542.9

106 国 一般国道50号 水戸市 水戸市見川町交差点 ● 390.2 ●

107 国 一般国道50号 水戸市 水戸市小吹町入口交差点 ● 305.4

108 国 一般国道50号 水戸市 水戸市木工団地北交差点 ● ● 492.0

109 国 一般国道50号 水戸市 水戸市サントル千波交差点 ● ● 990.6

110 国 一般国道50号 水戸市 水戸市笠原町東交差点 ● ● 353.5

111 国 一般国道50号 水戸市 水戸市水戸工業高東交差点 ● ● 457.6

112 国 一般国道50号 水戸市 水戸市吉田小東交差点 ● 332.8 ●

113 国 一般国道51号 稲敷市 稲敷市北田交差点 ● 461.2

114 国 一般国道51号 稲敷市 稲敷市(仮)境島(南)交差点 ● 307.5 ●

115 国 一般国道51号 潮来市 潮来市(仮)土木事務所(東)交差点 ● 332.2

116 国 一般国道51号 潮来市 潮来市有料道路入口交差点 ● 406.0

117 国 一般国道51号 鹿嶋市 鹿嶋市(仮)大船津(南)交差点 ● 569.1

118 国 一般国道51号 鹿嶋市 鹿嶋市前久保交差点 ● 442.1

119 国 一般国道51号 鹿嶋市 鹿嶋市支所入口交差点 ● 482.3

120 国 一般国道51号 鉾田市 鉾田市汲上(区間) ● 391.8 ●

121 国 一般国道51号 鉾田市 鉾田市柏熊(区間) ● 179.7

122 国 一般国道51号 鉾田市 鉾田市樅山(区間) ● 196.2 ●

123 国 一般国道51号 鉾田市 鉾田市(仮)子生弁天前交差点 ● 332.0

124 国 一般国道51号 水戸市 水戸市塩崎交差点 ● 453.1

125 国 一般国道51号 水戸市 水戸市谷田町交差点 ● 349.8 ●

126 国 一般国道51号 水戸市 水戸市東桜川交差点 ● 424.4

127 国 一般国道51号 水戸市 水戸市東台1丁目交差点 ● 488.0

128 国 一般国道51号 水戸市 水戸市城南3丁目交差点 ● ● 424.4 ●

129 国 一般国道51号 水戸市 水戸市柳堤橋交差点 ● 233.4 ●

130 国 一般国道51号 水戸市 水戸市三の丸2丁目交差点 ● 212.2 ●

131 国 一般国道51号 水戸市 水戸市三の丸1丁目交差点 ● ● 318.3 ●

132 国 一般国道51号 鹿嶋市 鹿嶋市大船津北交差点 ● 668.1

133 国 一般国道51号 鹿嶋市 鹿嶋市鹿嶋消防署南交差点 ● 1,043.9

134 国 一般国道51号 鹿嶋市 鹿嶋市スタジアム北交差点 ● 363.9

1．第１５回委員会における主な指摘事項と対応
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国道6号 水戸市 浜田十字路交差点（第1期事故危険区間）

6

み と し は ま だ じ ゅ う じ ろ

茨城県事故危険区間【第１期】の選定箇所

至

東
茨
城
郡
茨
城
町

（出典） H26年8月3日茨城新聞

H26年8月2日13：55頃
7台玉突き11人がけが

法定外看板「追突注意」
（対策年不明）減速路面標示（H20）

カラー舗装（H25）

路面標示「追突注意」
（対策年不明）減速路面標示（H25）

カラー舗装（H25）

路面標示「追突注意」
（対策年不明）

臨海大洗鹿島線

常磐線桜川

赤信号で停止していた
軽自動車に追突後、
前方の乗用車や軽自動車に
次々と衝突。

○位置図 ○選定指標と事故状況
至 ひたちなか市

至 東茨城郡茨城町

浜田十字路

○ 対策実施状況

至

ひ
た
ち
な
か
市

右折指導線（H20）
アローマーク（H20）

路面標示「対向車注意」（H25）

選定基準
選定時
H17-H20

最新データ
H22-H25

死傷事故率 300件/億台㌔以上 718.0 279.0

死傷事故件数 8件以上 55 19

死者数 2人以上 2 0

夜間事故件数 15件以上 25 6

追突事故件数 21件以上 30 13

以下の選定指標に該当することから、

第1期事故危険区間として選定されたが、

最新データではいずれの指標も下回っていた。

H26年に上り線流入部にて7台もの玉突き事故が発生。

H26に玉突き事故が発生していたが既存で各種対策がなされていることを勘案し、現状は追加対策を実施せずに経過観察としたい。

橋から交差点にかけて
下り坂となっているた
め、下り坂でスピード
が出やすい。また、橋
を境にアップダウンが
あるため前方が見えづ
らい。

1．第１５回委員会における主な指摘事項と対応

下り線流入部
急減速回数※

交差点内
急減速回数※

上り線入流部
急減速回数※

※民間プローブデータ
H24年1月～12月

【ＷＥＢヒヤリハット意見】

右折時に接触しそうになった。

・右折可能な時間が短いため、わずかの隙
にでも右折しようとする車が多い。

・市毛から水戸方面に向かう側は常磐線の
高架橋を下ってくるため、大型トラックな
どは加速状況から下ってくるので危険。

・市毛から水戸方面側の車線には、凹凸を
付けるなどの対策をお願いしたい。
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２．平成27年度 合同現地診断結果について
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2．平成27年度 合同現地診断結果について

12:45  常陸河川国道事務所（水戸） 集合
13:50  土浦出張所 到着
13:55 土浦出張所 出発

14:20 一般国道354号 下広岡交差点到着
14:25バスによる現地診断（10分）※下広岡交差点～稲荷前交差点間を往復

14:30 一般国道354号大角豆交差点 到着
14:25現地診断（20分）

14:30 一般国道354号大角豆交差点 出発

14:50 学園都市南入口交差点 到着
現地診断（20分）

15:10 学園都市南入口交差点 出発

15:40 土浦出張所 到着・総括
16:00 解散、（水戸へ戻る方々のみ）土浦出張所出発
17:00 常陸河川国道事務所（水戸） 到着・解散

●過年度に対策済みであるが、対策後も依然として事故件数が高い区間
について現地の状況を確認していただきました。

●第3期事故危険区間において、事故要因や対策内容について検討して
いただきました。

●対策後も事故件数が依然として高い箇所
・一般国道354号大角豆交差点～稲荷前交差点（区間）【H17交通安全要対策箇
所】

・一般国道354号大角豆交差点【H17交通安全要対策箇所】
・一般国道354号下広岡交差点【第1期事故危険区間】
●事故データによる選定によって抽出された箇所（第3期事故危険区間）
・一般国道6号学園都市南入口交差点付近（区間）（交差点も含む）

箇所概要

合同現地診断スケジュール H27.11.19（木）実施

：現地診断箇所（県管理）

：現地診断箇所（国管理）

：会議場所（土浦出張所）

数値 ：現地診断順序

1

１ 学園都市南入口交差点

下広岡交差点
大角豆交差点

大角豆交差点
～

稲荷前交差点

常陸河川国道事務所土浦出張所

2
3

合同現地診断箇所合同現地診断の目的

至千葉

至水戸



追突
50%

右折
50%
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Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

1-1
一般国道
３５４号

つくば市大角豆

交通状況 日交通量 （台/日） 大型車混入率 （%） 混雑度 混雑時旅行速度※ （km/h）

一般国道354号

一般国道354号

至 土浦市

至 つくばみらい市

32,583 15.2
主

0.4 20.5 21.8

大角豆交差点
32,583 15.2 0.4 20.5 21.8

出典：H22道路交通センサス ※左：上り車線 右：下り車線

ささぎ

①対策前の交通安全上の課題

←至 つくばみらい市

至 つくば市中心部

至 土浦市→

【着目事故】
① 追突事故
② 右折事故

①追突事故（８件/４年）
土浦市方面から5件/４年
（全て右折専用車線で発生）

②右折事故（８件/４年）
つくばみらい市方面からの右折 ５件/４年
土浦市方面からの右折 3件/４年

死傷事故率（H21～H24）：３３６．３件/億台キロ

現況

直近４年間で１６件発生、大きな変化はみられない上り側に多く発生（12件）。

課題

課題①当箇所では，追突事故が多い

課題②当箇所では，右折事故が多い

[現在] 事故発生状況（グラフ）

H21-H24の合計事故件数（16件/４年） 昼夜別発生割合
（H21-H24）

➊

➍

➌

➋

➋ ➌

➊

➍当事者別発生割合
（H21-H24）

H17交通安全要対策箇所

13 14

4 4 4 5
3

6

1

6

0

5

10

15

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（
件
数
）

年度別死傷事故件数

昼間

9件
56%

夜間

7件
44%

自動車

16件
100%

2．平成27年度 合同現地診断結果について
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Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

1-2
一般国道
３５４号

つくば市大角豆

②対策案

①追突 脇見や考え事で前方を注視していない 注意を喚起する
①路面標示「追突注意」（既設） 短期

②注意喚起看板(事故多発看板) 短期

③「対向車注意」(導流島内）

短期

高い速度での進入（対向車） 注意を喚起する

④路面標示「交差点注意」

⑤右折指導線のカラー化（ドット）

短期

短期

⑥右折指導線停止位置の後退 短期

信号の設置位置では右折指導線内で見えない
（交差道路側流入部）

右折指導線の移動

②右折

■課題に対する対策立案方針

対策方針 具体的な対策案 ※要因着目事故

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

設置場所

対
向
車
注
意

対
向
車
注
意

確認
項目

①それぞれの対策案は適切か？

②安全上、残された課題はあるか？

③対策案以外に、追加対策をする必要性があるか？

H17交通安全要対策箇所

大角豆交差点
ささぎ

路面標示「交差点注意」(既設)

←至 つくばみらい市

至 つくば市中心部

至 土浦市→

路面標示「追突注意」(既設)

対向車注意

対 向 車 注 意

右折指導線のカラー化（ドット）
右折指導線停止位置の後退

交差点注意

追 突 注 意

合 流 注 意

合 流 注 意

注意喚起看板
「対向車注意」

カラー舗装
（L=2.5ｍ W=4.0ｍ）

注意喚起看板
「この先追突事故多発」

注意喚起看板
「対向車注意」

注意喚起看板
「この先追突事故多発」

カラー舗装
（L=5.0ｍ W=4.0ｍ）

学 園 都 市 方 面

常 総 野 田 方 面

荒 川 沖 阿 見 方 面

学 園 都 市 方 面

荒 川 沖 阿 見 方 面

追 突 注 意

荒 川 沖 阿 見 方 面

常 総 野 田 方 面 学 園 都 市 方 面

第2期事故危険区間（28区間）
Ｎｏ.25

診断結果
・「合流注意」の路面表示が左折後すぐに出現し見えづらいため、その手前に看板を設置
して注意喚起を行った方がよい。
・将来的には４車化される際には、中分にポストコーンを設置した方が良い。

青字：合同現地診断後の追加対策青字：合同現地診断後の追加対策

緑字：合同現地診断の指摘事項緑字：合同現地診断の指摘事項

※ 赤字：提案する対策工種

注意喚起看板
「合流注意」

現地写真

2．平成27年度 合同現地診断結果について
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Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

2-1
一般国道
３５４号

つくば市下広岡

交通状況 日交通量 （台/日） 大型車混入率 （%） 混雑度 混雑時旅行速度※ （km/h）

一般国道354号

一般国道354号

至 土浦市

至 つくばみらい市

32,583 15.2
主

0.4 20.5 21.8

下広岡交差点
32,583 15.2 0.4 20.5 21.8

出典：H22道路交通センサス ※左：上り車線 右：下り車線

しもひろおか

①対策前の交通安全上の課題

現況

平成23年に事故が急増、追突事故と右折事故に特化している。

←至 つくば市中心部 至 土浦市→

【着目事故】
①追突事故
②右折事故

②右折事故（３件/４年）
全て右折直進事故

①追突事故（７件/４年）
土浦市方面からの交通

死傷事故率（H21～H24）：２１０．２件/億台キロ

課題

課題①当箇所では、追突事故が多い

課題②当箇所では、右折事故が多い

[現在] 事故発生状況（グラフ）

追突
70%

右折
30%

H21-H24の合計事故件数（１０件/４年）

➌

➊

➋ ➋ ➌➊

➍

第1期事故危険区間

昼夜別発生割合
（H21-H24）

当事者別発生割合
（H21-H24）

4

8

2
4 4

1 2 1

5

2
0

2

4

6

8

10

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（
件
数
）

年度別死傷事故件数

昼間

6件
60%

夜間

4件
40%

自動車

10件
100%

2．平成27年度 合同現地診断結果について
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Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

2-2
一般国道
３５４号

つくば市下広岡

②対策案

■課題に対する対策立案方針

対策方針 具体的な対策案 ※要因着目事故

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

確認
項目

①それぞれの対策案は適切か？

②安全上、残された課題はあるか？

③対策案以外に、追加対策をする必要性があるか？

① 追突

長い無停止区間による速度超過

短期

注意を喚起する

①道路交通情報板（上り側）
「一瞬の脇見」、「事故多発」

⇒「前方注意」「追突注意」に変更

短期

短期

②注意喚起用看板「この先追突事故多発」
② 右折

③カラー舗装

第1期事故危険区間

下広岡交差点
しもひろおか

沿道施設

追突注意

追突注意

荒 川 沖 阿 見 方 面

沿道施設

追 突 注 意

追 突 注 意

沿道施設

民家

常 総 野 田 方 面 学 園 都 市 方 面

減速路面標示（ドットライン）

←至 つくば市中心部

至 土浦市→

減速路面標示（ドットライン）

路面標示「追突注意」

路面標示「追突注意」

情報版表示変更
「前方注意」「追突注意」

カラー舗装
L=5.0ｍW=4.0ｍ）

注意喚起看板「この先追突事故多発」

青字：合同現地診断後の追加対策青字：合同現地診断後の追加対策

緑字：合同現地診断の指摘事項緑字：合同現地診断の指摘事項

※ 赤字：提案する対策工種

2．平成27年度 合同現地診断結果について

診断結果
・特になし
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Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

3-1
一般国道
３５４号

つくば市大角豆
～つくば市赤塚

交通状況 日交通量 （台/日） 大型車混入率 （%） 混雑度 混雑時旅行速度※ （km/h）

一般国道354号

一般国道354号

至 土浦市

至 つくばみらい市

32,583 15.2
主

0.4 20.5 21.8

大角豆交差点～稲荷前交差点

①対策前の交通安全上の課題

32,583 15.2 0.4 20.5 21.8

出典：H22道路交通センサス ※左：上り車線 右：下り車線

ささぎ いなりまえ

現況

当箇所の事故件数は経年的にみると、減少傾向にあるが、事故件数が98件/4年と依然として高い状況にある。

至 土浦市→

【着目事故】
①追突事故

08-004376T

11件/４年

08-006089T

11件/４年
08-001701T

14件/４年

←至 つくばみらい市

①全事故件数（98件/４年）
つくばみらい市方面からの交通３９件/４年
土浦市方面からの交通59件/４年

②追突事故（72件/４年）
つくばみらい市方面からの交通28件/４年
土浦市方面からの交通44件/４年

③大角豆交差点隣接区間
（08-001701T）14件/４年
最も多く発生している区間

課題

課題①全事故件数が９８件/４年と多い 課題③大角豆交差点隣接区間（08-001701T）は、当区間の中で最も多く事故が

課題②追突事故が多い 発生している区間

死傷事故率（H21～H24）：８１．８件/億台キロ

[現在] 事故発生状況（グラフ）

人対車両
3%

追突
74%

出会い頭
13%

右折
5%

その他（車両

相互）
1%

H21-H24の合計事故件数（98件/４年）

➊
➋

➌

➋

➌

➊
稲荷前交差点側

出入が多い沿道施設

大角豆交差点側

※「合流注意」路面標示：Ｈ26対策実施

H17交通安全要対策箇所

昼夜別発生割合
（H21-H24）

当事者別発生割合
（H21-H24）

30 33 31

45
36 32 28 24 26

20

0

10

20

30

40

50

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（
件
数
）

年度別死傷事故件数

方向別事故件数
（Ｈ21-Ｈ24）

昼間

52件
53%

夜間

46件
47%

自動車

98件
100%

13 13 11
2

39

15 11 15 18

59

0

20

40

60

80

H21 H22 H23 H24 計

下り

上り

件/４年

2．平成27年度 合同現地診断結果について
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Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

3-2
一般国道
３５４号

つくば市大角豆
～つくば市赤塚

確認
項目

①それぞれの対策案は適切か？

②安全上、残された課題はあるか？

③対策案以外に、追加対策をする必要性があるか？

②対策案

■課題に対する対策立案方針

①追突 沿道出入による停止車・減速車の発生 速度を抑制する 短期

注意を喚起する ②路面標示「追突注意」（既設） 短期

④減速路面標示（ドットライン）既設路面標示箇所

短期

脇見、考え事等による交差点前方不注視

⑤路面標示「交差点注意」（既設）

③注意喚起看板「この先追突事故多発」

短期

短期

注意を喚起する

①減速路面標示（ドットライン）大角豆交差点流出部付近

対策方針 具体的な対策案 ※要因着目事故

※ 「短期」：道路管理者の判断で対策実施可能な対策 「長期」：対策実施の判断も含めて協議・検討が必要な対策

※ 赤字：提案する対策工種

H17交通安全要対策箇所

沿道施設

追突注意

追 突 注 意

追突注意

交差点注意

追 突 注 意

交 差 点 注 意 追 突 注 意

A
追突注意

沿道施設 沿道施設沿道施設

合 流 注 意

合 流 注 意

至 土浦市 →

減速路面標示
L=40m

大角豆交差点

A

こ
の
先

追
突
事
故
多
発

減速路面標示
（ドットライン）L=40m

減速路面標示
（ドットライン）L=40m 減速路面標示

（ドットライン）L=40m

減速路面標示
（ドットライン）L=40m

減速路面標示
（ドットライン）L=40m

減速路面標示
（ドットライン）
L=40m

減速路面標示
（ドットライン）L=40m

減速路面標示
（ドットライン）
L=40m

←至 つくばみらい市

減速路面標示
（ドットライン）
L=40m

こ
の
先

追
突
事
故
多
発

減速路面標示
（ドットライン）L=40m

減速路面標示
（ドットライン）
L=40m

減速路面標示
（ドットライン）
L=40m

稲荷前交差点

※既設路面標示「追突注意」
（Ｈ26実施） カラー舗装

（L=2.5ｍW=4.0ｍ）
注意喚起看板

カラー舗装（L=2.5ｍW=4.0ｍ）

注意喚起看板

大角豆交差点～稲荷前交差点
ささぎ いなりまえ

青字：合同現地診断後の追加対策青字：合同現地診断後の追加対策

緑字：合同現地診断の指摘事項緑字：合同現地診断の指摘事項

診断結果
・下流（インター）からの道路が下り坂になっているため高いスピードで交差点に流入する。

2．平成27年度 合同現地診断結果について
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２． 新たな手段を用いた、注意喚起・速度抑制の試み

道路交通情報板の活用（表示内容の変更）

「一瞬の脇見」、「事故多発」 ⇒ 「前方注意」、「追突注意」

下広岡交差点大角豆交差点稲荷前交差点
交 差 点 注 意 追 突 注 意

１．注意喚起策の機能アップ

既設路面標示箇所への減速路面標示（ドットライン）

注意喚起看板

カラー舗装

カラー舗装

合 流 注 意

カラー舗装

カラー舗装

追 突 注 意

道路交通情報板の活用
（表示内容の変更）

右折指導線のカラー化（ドット）
右折指導線停止位置の後退

追突注意

合 流 注 意

2．平成27年度 合同現地診断結果について

一般国道354号 稲荷前交差点～大角豆交差点～下広岡交差点

注意喚起看板 「合流注意」

合
流
注
意

青字：合同現地診断後の追加対策青字：合同現地診断後の追加対策

緑字：合同現地診断の指摘事項緑字：合同現地診断の指摘事項
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ファスト
フード

中古
DVD
販売

Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

4-1
一般国道
６号

牛久市柏田町学園都市南入口交差点付近

①対策前の交通安全上の課題

がくえんとし みなみいりぐち

交通状況 日交通量 （台/日） 大型車混入率 （%） 混雑度 混雑時旅行速度※ （km/h）

主

出典：H22道路交通センサス ※左：上り車線 右：下り車線

一般国道6号

一般国道6号

至 土浦市

至 龍ケ崎市

22,601 16.8 1.29 27.9 33.1
22,601 16.8 1.29 17.4 17.9

従
一般国道408号

一般国道408号

至 つくば市

至 稲敷市

22,614 12.6 0.61 15.4 30.7
16,511 27.8 0.33 25.5 18.0

H22-H25の事故発生状況

年別昼夜別事故件数

昼夜別発生割合

学園都市南入口交差点

追突事故が多い追突事故が多い

当事者別発生割合

事故類型別発生割合

※数値は交差点と前後の1単路区間を対象

15

7 9
4

4

7 3

2

0

5

10

15

20

H22 H23 H24 H25

事
故
件
数
（
件
）

昼 夜

自動車

36件
70%

二輪車

関与

7件
14%

自転車

関与

8件
16%

昼

35件
69%

夜

16件
31%

左折時

4件
8%

右折時

13件
25%

出会い

頭

4件
8%

追突

27件
53%

その他

車両相

互

3件
6%

学園都市南入口交差点は、第１期事故危険区間に選定されており最新事故データでも基準を上回る箇所である。
隣接する単路区間も、新たに死傷事故率が高い箇所として、第３期事故危険区間（事故データ）に選定されている。
ただし、事故は経年的に減少傾向にある。

至

龍
ケ
崎
市

至

土
浦
市

学園都市南入口交差点

急減速0.5G以上

急減速0.4G以上0.5G未満

急減速0.3G以上0.4G未満

上り線 追突事故
（14件/H22-H25）
上り線 追突事故
（14件/H22-H25）

下り線 追突事故
（13件/H22-H25）
下り線 追突事故
（13件/H22-H25）

写真②写真②写真①写真① 写真④写真④写真③写真③ 写真⑤写真⑤

写真②写真②

写真①写真①

写真③写真③ 写真④写真④
写真⑤写真⑤

【ＷＥＢヒヤリハットより】

・国道に出る時に、歩道を走っていた

自転車と衝突しそうになった。

・国道に出る時に、歩道を歩いていた

歩行者と衝突しそうになった。

国道6号

国道408号
【ＷＥＢヒヤリハットより】

・右折時に接触しそうになった。

・左折進入線を間違えそうになった。

【ＷＥＢヒヤリハットより】

・前走車に追突しそうになった。

・後方から追突されそうになった。

【課題】 交差点流入部において追突事故が多数発生 要因① 交通量が多く、渋滞している

要因② 沿道施設の出入り車両が多い

【課題】 交差点流入部において接触事故が発生 要因① 左折車線の認知が遅れ、急な車線変更が発生している

【課題】 交差点内において右折時事故が発生 要因① 対向直進車が2車線あるため、右折時に対向直進車との

間隙を見誤る

交通量が多く、渋滞していることから交差点流入部において追突事故が多発している。
また、沿道施設の出入り車両が多く、沿道出入り車両に起因した事故にも注意が必要となっている。
左折車線の認知が遅れ、急な車線変更等による車両接触事故が発生している。
対向直進車との間隙を見誤ることによる右折時事故が発生している。

レストラン

中古
自動車
販売

上り線 接触事故
（3件/H22-H25）
上り線 接触事故
（3件/H22-H25）

右折時事故
（2件/H22-H25）
右折時事故

（2件/H22-H25）

2．平成27年度 合同現地診断結果について
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②対策案

課題に対する対策立案方針

確認
項目

①それぞれの対策案は適切か？

②安全上、残された課題はあるか？

③対策案以外に、追加対策をする必要性があるか？

対策方針 具体的な対策案発生要因安全上の課題

注意を喚起する交差点流入部で、追突事故が発生 本線が渋滞しているため、急減速・急停止が発生 ① 減速路面標示 （ドットライン）

② 路面標示 「追突注意」

③ ＬＥＤ式法定外看板 「追突注意」
法定外看板「追突注意」

至

龍
ケ
崎
市

至

土
浦
市

路面標示 「追突注意」路面標示 「追突注意」

路面標示

「追突注意」

路面標示

「追突注意」

③ ＬＥＤ式法定外看板 「追突注意」③ ＬＥＤ式法定外看板 「追突注意」

① 減速路面標示 （ドットライン）

② 路面標示 「追突注意」

① 減速路面標示 （ドットライン）

② 路面標示 「追突注意」① 減速路面標示 （ドットライン）① 減速路面標示 （ドットライン）

レストラン

ファスト
フード

中古
DVD
販売

中古
自動車
販売

③ 法定外看板 「追突注意」③ 法定外看板 「追突注意」

① 減速路面標示 （ドットライン）① 減速路面標示 （ドットライン）

④車線区分標識④車線区分標識

④ 車線区分標識

道路構造を明確
にする

交差点流入部で、車両接触事故が発生 左折車線の認知が遅れ、交差点流入部で急制動が発生

④車線区分標識のイメージ④車線区分標識のイメージ

学園都市南入口交差点

⑤ 法定外看板「対向直進車に注意」

注意を喚起する交差点流入部で、右折時事故が発生
対向直進車が2車線あるため、右折時に対向直進車との間隙を見誤
る

⑤法定外看板

「対向直進車に注意」

⑤法定外看板

「対向直進車に注意」

Ｎｏ. 箇所名 路線番号 住所

4-1
一般国道
６号

牛久市柏田町学園都市南入口交差点付近
がくえんとし みなみいりぐち

青字：合同現地診断後の追加対策青字：合同現地診断後の追加対策

緑字：合同現地診断の指摘事項緑字：合同現地診断の指摘事項

診断結果
・直進と右折を分離した信号制御となっているため、⑤法定外看板「対向直進車に注意」は必要
ないと思われる。
・事故件数は年々減少傾向にあるため、H26、H27の事故を考慮して、実施の判断をする必要
がある。
・土浦市方面から左折する際の左折導流路に「左折可」と「一方通行」の案内が並んでいるため、
運転者に混乱を招くおそれがある。

現地写真 現地写真

→経過観察

2．平成27年度 合同現地診断結果について

現地写真
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３．新たな事故危険区間（第4期）の
指標について

3-1．事故ゼロプランの取り組み

3-2．事故危険区間と事故危険箇所の位置づけ

3-3．新たな事故危険区間【第４期】の選定手法について
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3-1．事故ゼロプランの取り組み



事故ゼロプランの取り組みについて

20

・第15回移動性・安全性向上委員会で事故危険区間【第４期】の抽出方法について事故データと生活道路に着目した
選定の2つの視点から提案させていただいたが、保留となっている。

・今回の委員会は、 「事故危険区間【第４期】の抽出方法」、「第４次事故危険箇所の選定」について取り上げます。

※事故危険箇所とは、社会資本整備計画における全国統一基準で抽出し、対策実施する箇所で、第9回委員会において事故危険区間と同様に本委
員会で要因分析、対策立案を議論することで承認を得たもの。

※生活道路における事故対策の取り組みについては４章にて報告します。

：検討・実施済の項目 ：今回委員会で取り上げる項目

■事故危険区間（H22~）
【第１期】 （事故ゼロプラン）

■事故危険区間（H24~）
【第２期】

■事故危険区間（H26~）
【第３期】

■H17交通安全要対策箇所

対策立案（Ｈ22～Ｈ24）

対策実施(H22～H26）

対策効果分析

（フォローアップ）

事故危険区間の選定

代表区間（事故ゼロプラン）
の選定

（61区間）（Ｈ22）

アンケート
による選定
（24区間）

対策立案

箇所選定（22箇所）

（Ｈ17）

対策立案(Ｈ17～Ｈ22)

対策実施(H18～H23)

対策効果分析

（フォローアップ）
対策効果分析

対策立案

対策効果分析

安全性向上プロジェクト委員会
（～H19）

茨城県移動性・安全性向上委員会
（H20～）

事故危険区間の選定

抽出方法の検討（H25）

区間の選定

事故危険区間の選定

（529区間）（Ｈ22）

最新事故
データ
による選定
（90区間）(H24)

Plan

Do

Check

Act 追加対策検討 追加対策検討 追加対策検討 追加対策検討

抽出方法の検討（Ｈ24）

最新事故データ
による選定(H26)

事
故
危
険
箇
所(

41
箇
所)

H25

対策実施(H25～）

ITの活用による
選定(H26)

対策実施

3-1．事故ゼロプランの取り組み

：今後実施する項目

■事故危険区間（H28~）
【第４期】

事故危険区間の選定

最新事故データ

による選定(H28)

事
故
危
険
箇
所(

30
箇
所)

H28抽出方法の検討（H27）

対策立案

対策効果分析

追加対策検討

対策実施
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3-2．事故危険区間と事故危険箇所の位置づけ



・交通安全対策については、マネジメントサイクルを適用することにより、効果的・効率的な対策の実施を図ることが重
要であるため、選定した事故危険箇所についても「茨城県事故危険区間（事故ゼロプラン） 」として位置づけます。
・これまでの事故危険区間に加え、選定した事故危険箇所も、本委員会で事故要因の分析を行い、対策を立案してい
きます。

●成果の上がるマネジメントにおける事故危険区間と第３次
社会資本整備重点計画における事故危険箇所について

○事故危険区間は国土交通省の成果を上げるマネジメントの中で
都道府県ごとにそれぞれの地域の課題を踏まえた指標をもとに
事故危険区間を抽出し、安全対策を実施。

○一方、事故危険箇所は社会資本整備重点計画の中で全国統一の
指標で事故危険箇所を抽出し、安全対策を実施。

○今後は、社会資本整備重点計画において事故危険箇所として選
定された箇所も「茨城県事故危険区間（事故ゼロプラン）」に
位置づけ、本委員会で事故要因分析、対策を検討。

【事故危険箇所】

社会資本整備重点計画の施策

・全国統一の指標により箇所を抽出

第１次
（H16～20）

第２次
（H20～24）

第３次
（H24～28）

H15.7指定

H21.3指定

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

事故危険区間
（529区間）

事故危険箇所
（41箇所）

定義

事故データに基づく事故の多発区
間および市民の声から、事故発生
の危険性が高い区間として選定し
た箇所

事故データに基づく事故危険性の
高い区間で、道路整備や交通安全
施設等の整備効果が見込まれ、平
成28年以内に事業完了する見込み
がある箇所

評価する
事故デー
タの年次

H22年度選定（H17～20） 抽出基準A（H19～22）

選定基準 ■地域毎に基準を設定
データに基づく選定
（以下の何れかを満たす箇所）

■全国統一基準
抽出基準A
（以下を全て満たす箇所）
・死傷事故率 100件/億台キロ以
上
・重大事故率 10件/億台キロ以
上
・死亡事故率 1件/億台キロ以上

抽出基準B
・特に緊急的、集中的な対策が必
要な箇所

データ以外
・パブリックコメント
・利用者の声

選定基準
と抽出箇
所の
イメージ

選定指標 選定基準 管内平均

総合的な指標 ①死傷事故率 300件/億台キロ 以上

②死傷事故件数 31件（平均の 5倍）以上 6.1件

③死亡者数 2人（平均の1.8倍）以上 1.1人

県内の特徴的
な事故に関す
る指標

④歩行者自転車事故 8件（平均の4.2倍）以上 1.9件

⑤夜間事故 15件（平均の 5倍）以上 2.9件

⑥子供事故 3件（平均の2.5倍）以上 1.2件

⑦高齢者事故 5件（平均の3.6倍）以上 1.4件

⑧横断歩行者事故 5件（平均の3.6倍）以上 1.4件

⑨追突事故 21件（平均の 5倍）以上 4.2件

⑩正面衝突事故 2件（平均の1.8倍）以上 1.1件

●事故危険区間と事故危険箇所の定義と抽出条件

【事故危険区間】

・県毎に地域の課題を踏まえた指標に
より箇所を抽出

道路安全性向上
プロジェクト
（H17～18）

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

事故危険区間

事故ゼロプラン
（代表箇所）

成果を上げるマネジメントの取り組み

H22選定

今回

今後は一体となって
委員会で対策案
の検討・効果を検証

死傷事故率

死傷事故件数

死亡事故件数

歩行者自転車事故

夜間事故

子供事故

高齢者事故

横断歩行事故

追突事故

正面衝突事故

死傷事故率

重大事故率死亡事故率
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3-2．事故危険区間と事故危険箇所の位置づけ

事故危険箇所の位置づけと今後の進め方（第９回委員会再掲）



・第３次事故危険箇所同様に第４次事故危険箇所についても事故危険区間として本委員会で事故要因の分析を行い、
対策を立案していきます。

【事故危険箇所】

社会資本整備重点計画の施策

・全国統一の指標により箇所を抽出

第１次
（H16～20）

第２次
（H20～24）

第３次
（H24～28）

H15.7指定

H21.3指定

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

事故危険区間
①529、②114、③126 計769

事故危険箇所
30箇所

定義

事故データに基づく事故の多発区
間および市民の声から、事故発生
の危険性が高い区間として選定し
た箇所

事故データに基づく事故危険性の
高い区間で、道路整備や交通安全
施設等の整備効果が見込まれ、平
成３２年以内に事業完了する見込
みがある箇所

評価する
事故デー
タの年次

H22年度選定（H17～20）
H24年度選定（H19～22）
H26年度選定（H21～24）

抽出基準A（H22～25）

選定基準 ■地域毎に基準を設定
データに基づく選定
（以下の何れかを満たす箇所）

■全国統一基準
抽出基準A
（以下を全て満たす箇所）
・死傷事故率

100件/億台キロ以上
・重大事故率

10件/億台キロ以上
・死亡事故率

1件/億台キロ以上

データ以外
・パブリックコメント、利用者の
声（①、②）
・急減速データ、ヒヤリハット
（③）

抽出基準B
・特に緊急的、集中的な対策が必
要な箇所

選定基準
と抽出箇
所の
イメージ

選定指標 選定基準 管内平均

総合的な指標 ①死傷事故率 300件/億台キロ 以上

②死傷事故件数 31件（平均の 5倍）以上 6.1件

③死亡者数 2人（平均の1.8倍）以上 1.1人

県内の特徴的
な事故に関す
る指標

④歩行者自転車事故 8件（平均の4.2倍）以上 1.9件

⑤夜間事故 15件（平均の 5倍）以上 2.9件

⑥子供事故 3件（平均の2.5倍）以上 1.2件

⑦高齢者事故 5件（平均の3.6倍）以上 1.4件

⑧横断歩行者事故 5件（平均の3.6倍）以上 1.4件

⑨追突事故 21件（平均の 5倍）以上 4.2件

⑩正面衝突事故 2件（平均の1.8倍）以上 1.1件

●事故危険区間と事故危険箇所の定義と抽出条件【事故危険区間】

・県毎に地域の課題を踏まえた指標に
より箇所を抽出

道路安全性向上
プロジェクト
（H17～18）

事故危険区間
（第1期）

事故ゼロプラン
（代表箇所）

成果を上げるマネジメントの取り組み

H22選定

H25.7指定

死傷事故率

死傷事故件数

死亡事故件数

歩行者自転車事故

夜間事故

子供事故

高齢者事故

横断歩行事故

追突事故

正面衝突事故

死傷事故率

重大事故率死亡事故率

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

H24選定

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

H26選定

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

事故危険区間
（第2期）

事故危険区間
（第3期）

H28選定

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

事故危険区間
（第4期）

第４次
（H27～32）

要対策箇所の抽出

対策の立案・実施

対策効果検証

H28.3指定

一体となって委員会で対策案の検討・効果を検証
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3-2．事故危険区間と事故危険箇所の位置づけ

第４次事故危険箇所の位置づけと今後の進め方



11

10

9

4
5

6

7
8

3

1
2

第４次事故危険箇所の選定

24

・茨城県内の事故危険箇所は、常陸河川国道11か所、茨城県19か所の合計30か所を新たに選定しました。
・今後、対策立案および対策実施、対策効果の分析等を実施していく予定です。

●事故危険箇所位置図

3-2．事故危険区間と事故危険箇所の位置づけ
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30
29

15

20

16

17

21

24

26

25
18

23

12
13

22

27

28

14

死傷 重大 死亡

1 常陸河川国道 一般国道6号 上稲吉南交差点 A 12 3 1 262.08 65.52 21.84

2 常陸河川国道 一般国道6号 上稲吉交差点 A 7 1 1 152.88 21.84 21.84

3 常陸河川国道 一般国道6号 竹原交差点 A 6 2 1 158.25 52.75 26.37

4 常陸河川国道 一般国道6号 日立市森山町2丁目（区間） A 23 2 1 210.15 18.27 9.14

5 常陸河川国道 一般国道6号 台原団地入口交差点 A 13 1 1 237.56 18.27 18.27

6 常陸河川国道 一般国道6号 桐木田交差点付近（区間） A 9 1 1 180.54 20.06 20.06

7 常陸河川国道 一般国道6号 伊師浜交差点 A 4 2 1 129.99 64.99 32.50

8 常陸河川国道 一般国道6号 伊師交差点付近（区間） A 5 1 1 150.45 30.09 30.09

9 常陸河川国道 一般国道50号 鹿窪運動公園入口交差点 A 5 1 1 186.75 37.35 37.35

10 常陸河川国道 一般国道50号 筑西市門井（区間） A 9 1 1 155.56 17.28 17.28

11 常陸河川国道 一般国道6号 佐和中宿交差点付近（区間） B 5 0 0 217.92 0.00 0.00 急減速

12 茨城県 一般国道124号 本新町交差点 A 9 2 1 425.45 94.55 47.27

13 茨城県 一般国道124号 神栖市波崎（区間） A 9 2 1 125.13 27.81 13.90

14 茨城県 一般国道124号 勤労文化会館西交差点 A 16 5 1 326.60 102.06 20.41

15 茨城県 一般国道245号 日立市大みか町4丁目（区間） A 8 1 1 102.13 12.77 12.77

16 茨城県 一般国道355号 笠間市押辺（区間） A 15 3 1 117.94 23.59 7.86

17 茨城県 一般国道355号 石岡市鹿の子2丁目（区間） A 9 1 1 122.78 13.64 13.64

18 茨城県 主要地方道 水戸鉾田佐原線 稲敷市西代（区間） A 11 1 1 119.39 10.85 10.85

19 茨城県 主要地方道 筑西つくば線 筑西市直井（区間） A 8 1 1 170.30 21.29 21.29

20 茨城県 主要地方道 常陸大宮御前山線 常陸大宮市若林（区間） A 9 2 1 101.20 22.49 11.24

21 茨城県 主要地方道 土浦境線 土浦市粕毛（交差点） A 10 2 1 231.83 46.37 23.18

22 茨城県 主要地方道 那珂湊那珂線 市毛十字路交差点付近（区間） A 10 1 1 235.66 23.57 23.57

23 茨城県 主要地方道 成田小見川鹿島港線 神栖市息栖（区間） A 8 1 1 115.87 14.48 14.48

24 茨城県 主要地方道 土浦竜ヶ崎線 土浦市小岩田西2丁目（交差点） A 10 2 1 1,274.29 254.86 127.43

25 茨城県 主要地方道 土浦竜ヶ崎線 龍ケ崎市若柴町（区間） A 8 1 1 120.50 15.06 15.06

26 茨城県 一般県道 谷田部牛久線 つくば市谷田部（区間） A 10 2 1 227.97 45.59 22.80

27 茨城県 一般県道 長岡水戸線 水戸市元吉田町（区間） A 11 1 1 174.48 15.86 15.86

28 茨城県 一般県道 花室牛久線 吾妻1丁目南交差点 A 12 1 1 251.81 20.98 20.98

29 茨城県 一般県道 谷和原筑西線 下妻市田下（区間） A 16 1 1 229.70 14.36 14.36

30 茨城県 一般県道 谷和原筑西線 下妻市小島（区間） A 9 4 2 129.21 57.43 28.71

選定基準B

ETC2.0

急挙動

路線名 区間名称

選定基準A 全事故

No. 死傷

事故率

重大

事故率

死亡

事故率

管理者
選定

基準
H22～H25事故件数
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3-3．新たな事故危険区間【第４期】の
選定手法について



新たな事故危険区間【第４期】の選定手法について

26

・これまでは、H22年に検討した選定指標、選定基準を用いて事故危険区間【第１期】、【第２期】、【第３期】と箇所抽出
を行っていました。事故危険区間【第３期】では、選定される区間が少なくなってきました。

⇒新たな事故危険区間【第４期】では、「事故データによる選定指標、選定基準の見直し」を検討します。

■事故危険区間の選定の流れ

Ⅰ.事故データによる選定

Ⅱ.地域要望による選定

①パブコメ ②利用者の声

Ⅰ.事故データによる選定

Ⅱ.地域要望による選定

①パブコメ ②利用者の声

H24,H25選定

国： 146区間（138区間）
県： 383区間（380区間）
計： 529区間（518区間）

事故危険区間【第１期】 529区間

事故危険区間【第２期】 114区間

国: 37区間（24区間）
県: 77区間（66区間）
計： 114区間（90区間）

Ⅰ.事故データによる選定

Ⅱ.IT等を活用した選定

①ヒヤリハットデータ ②民間プローブの急減速データ

事故危険区間 【第３期】 126区間事故危険区間 【第３期】 126区間

Ⅰ.事故データによる選定

新たな指標を設定し、箇所を選定する

Ⅱ.生活道路に着目した選定

→第４章（P37）で国の動向も踏まえて検討

新たな事故危険区間【第４期】新たな事故危険区間【第４期】

国: 69区間（21区間）
県: 57区間（50区間）
計： 126区間（71区間）

H28～H29選定（予定）

H26選定

事故データにより選定するために茨城県の事故発生状
況等を分析し、選定指標や選定基準を決定した

事故データによる選定指標、選定基準の検討

事故データによる選定区間は少なくなっている

⇒新たな選定指標の選定が必要

（ ）内の数字は事故データによる選定結果

（ ）内の数字は事故データによる選定結果

（ ）内の数字は事故データによる選定結果

H22選定

H22検討

3-3．新たな事故危険区間【第４期】の選定手法について



事故データの選定について（再掲）

・現在の事故データの指標による選定において、第1期事故危険区間では518区間が選定されていましたが、昨年
度事故危険区間【第３期】では71区間と徐々に抽出区間が少なくなっている状況にあります。
・新たな事故危険区間【第４期】にあたり、現在の選定指標の考え方、選定時から各指標の経年変化について
整理を行いました。
・現在の選定指標は、第２回委員会時に、「①事故多発箇所の減少」、「②全国的にみると多い事故」、
「③死亡事故になりやすい事故」に着目し設定しました。選定時からの経年変化をみると、全体的に事故が減少して
いる中で、「高齢者事故」、「横断歩行者事故」、「追突事故」の減少率が小さくなっています。

区
分

選定指標
①指標
選定時
H17-20

②最新
データ
H22-25

茨城県
増減率

全国平均
増減率

総
合
的
な
指
標

①死傷事故率 -- - - -

②死傷事故件数 84,522件
（12位)

59,267件
（14位）

-29.8%減少 -20.6％減少

③死亡者数 496件
（6位）

355件
（8位）

-28.4%減少 -23.8％減少

県
内
の
特
徴
的
な
事
故
に
関
す
る
指
標

④歩行者自転車事故 16,702件
（14位)

12,482件
（15位）

-25.2%減少 -18.4％減少

⑤夜間事故 25,011件
（11位)

17,366件
（12位）

-30.5%減少 -22.4％減少

⑥子供事故 3,919件
（12位)

2,544件
（13位）

-35.1%減少 -28.0％減少

⑦高齢者事故
※死亡事故

285件
（5位）

264件
（3位）

-7.3%減少 -15.2％減少

⑧横断歩行者事故 3,257件
（13位）

2,648件
（14件）

-18.7％減少 -13.5％減少

⑨追突事故 25,792件
（12位）

24,967件
（11件）

-3.1%減少 5.9％増加

⑩正面衝突事故 3,530件
（11位）

1,854件
（12位）

-47.5％減少 -56.2％減少

区分 着眼点 選定指標

総合的な
指標

①事故多発箇所の
減少

死傷事故率、死傷事故件
数、死亡事故

県内の特
徴的な事
故に関す
る指標

②全国的に比べ多
い事故

③死亡事故になり
やすい事故

歩行者自転車事故、夜間
事故、子供事故、高齢者
事故、横断歩行者数、追
突事故、正面衝突事故

事故危険区間 選定指標の考え方 現在の選定指標の経年変化

（②-①）/①※（）は都道府県の順位
27
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事故データの選定（現在の選定指標の経年変化）（再掲）
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・総合的な３つの指標の中で、死傷事故率、死傷事故件数は選定時に比べると、減少傾向にみられますが、死者数は
（全負傷者数に対する死者数の割合）横ばいとなっています。

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県管理※ 69.4 65.5 60.3 54.4 49.0 48.3 45.5 46.1 42.1

常陸河川国道 102.9 99.6 94.2 81.6 72.5 73.1 72.9 76.8 65.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

死傷事故率の推移

茨城県管理※
常陸河川国道

（
件
／
億
台
キ
ロ
）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
茨城県内全体 23,486 22,396 20,415 18,225 16,668 16,246 15,010 14,732 13,279

常陸河川国道 3,089 3,002 2,876 2,496 2,220 2,284 2,006 2,132 1,752

全国 933,828 886,864 832,454 766,147 737,474 725,773 692,056 665,138 629,021

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

死傷事故件数の推移

茨城県内全体 常陸河川国道 全国茨
城
県
・
常
陸
河
川
国
道

全
国

（件）（件）

※茨城県管理：茨城県が管理している道路

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

死者数

（全負傷者数に対する割合）

全国 茨城県内全体 常陸河川国道
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の歩行者自転車事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）
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40%

60%

80%

100%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の夜間事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）
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40%

60%

80%

100%

0

300
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900

1,200

1,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の子供事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）
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100%

0
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2,000

3,000

4,000

5,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の高齢者事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の横断歩行者事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の追突事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）
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40%
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100%

0
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400
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800

1,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

茨城県の正面衝突事故

（全死傷事故件数に対する割合）

件数 割合

（件）

事故データの選定（現在の選定指標の動向）（再掲）
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・茨城県内の特徴的な事故に関する指標の事故件数は、経年で減少傾向にあります。また、全死傷事故件数に
対する割合でみると、高齢者事故の割合が高くなっています。

3-3．新たな事故危険区間【第４期】の選定手法について



事故データの選定（新たな選定指標の検討）（再掲）

・現在、モニタリング指標に追加すべき新たな指標がないかを確認するために、最新データ（H22－25）を用
いて、事故発生要因に関わりの高い当事者別、年齢別、事故類型別等の視点で、「①全国と比べて多い
か」、「②死亡事故になりやすい事故か」に着目して、茨城県の特徴を分析しました。

・茨城県は全国に比べて、死亡事故の割合が高くなっています。
・当事者別にみると自動車事故に比べて、歩行者、自転車、二輪車事故が死亡事故になりやすくなっています。

90%

95%

5%

2%

3%

1%

0%

0%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

(N=2,711,988）

茨城県内全体

(N=59,267）

第１当事者 死傷事故

自動車 二輪車 自転車 歩行者 その他

57%

70%

12%

6%

18%

13%

9%

8%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

(N=2,711,988）

茨城県内全体

(N=59,267）

第２当事者 死傷事故

自動車 二輪車 自転車 歩行者 その他

0.5% 1.0% 1.1%

4.9%

9.0%

0%

5%

10%

15%

20%

自動車 二輪車 自転車 歩行者 その他

第２当事者 死亡率

（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

茨城県内全体

1.0%

5.1% 4.1%

0%

5%

10%

15%

20%

自動車 二輪車 自転車

第１当事者 死亡率

（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

茨城県内全体

0.7%

1.1%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

全国 茨城県

死傷事故件数に対する死亡率

全国 茨城県

死傷事故件数 2,711,988 59,267

死亡事故件数 17,816 662

死亡率 0.7% 1.1%

歩行者事故が
死亡事故になりやすい

当事者別

二輪車、自転車事故が
死亡事故になりやすい

30

総事故

※「その他」とは、特殊車、路面電車、列車、自転車以外の軽車両（リヤカー等）、
ひき（あて）逃げ等のため当事者が不明の場合、及び単独事故の第２当事者をいう

※
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1%

0%

81%

82%

16%

16%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

(N=2,711,988）

茨城県内全体

(N=59,267）

第１当事者 死傷事故

15歳以下 16～64歳 65歳以上 不明

4%

4%

79%

81%

13%

13%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

(N=2,711,988）

茨城県内全体

(N=59,267）

第２当事者 死傷事故

15歳以下 16～64歳 65歳以上 不明

1.9% 1.1% 1.5%
0.2%

0%

5%

10%

15%

20%

15歳以下 16～64歳 65歳以上 不明

第１当事者 死亡率

（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

茨城県内全体

0.2% 0.6%

3.5%

8.8%

0%

5%

10%

15%

20%

15歳以下 16～64歳 65歳以上 不明

第２当事者 死亡率

（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

茨城県内全体

事故データの選定（新たな選定指標の検討）（再掲）
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年齢別

65歳以上の事故が
死亡事故になりやすい

15歳以下の事故が
死亡事故になりやすい

・年齢別にみると、15歳以下、65歳以上の死亡事故の割合が高くなっています。
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事故データの選定（新たな選定指標の検討）
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・事故類型別にみると、全国と比べて追突事故が多く、死亡事故になりやすいのは、飲酒運転の有無にかかわ
らず、人対車両事故と工作物衝突事故になっています。

10%

8%

1%

2%

3%

4%

34%

42%

57%

26%

26%

18%

5%

3%

4%

8%

8%

10%
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1%

1%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

(N=2,711,988）

茨城県県内全体

(N=59,267）

国＋県

（N=30,769）

H22-H25 死傷事故

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 左折時 右折時 その他車両相互 工作物衝突 その他車両単独 その他
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H22-H25死亡率 【茨城県内全体】
（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

飲酒運転含む
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H22-H25死亡率 【国＋県】
（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

飲酒運転含む
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H22-H25死亡率 【国＋県】
（死傷事故件数に対する死亡事故件数の割合）

飲酒運転含まない

追突事故が
多い

工作物衝突事故が
死亡事故になりやすい

人対車両事故が
死亡事故になりやすい

工作物衝突事故が
死亡事故になりやすい

人対車両事故が
死亡事故になりやすい

工作物衝突事故が
死亡事故になりやすい

人対車両事故が
死亡事故になりやすい
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事故データの選定（新たな選定指標の検討）（再掲）
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（総事故）
全国に比べると、死傷事故率に対する死
亡率の割合が高い。

（当事者別）
二輪車事故、自転車事故
歩行者事故が死亡事故になりやすい。

（年齢別）
子供事故、高齢者事故が死亡事故になり
やすい。
高齢者事故が近年増加傾向に見られる。

（事故類型別）
追突事故が多い。
工作物接触事故が死亡事故になりやすい。

茨城県の事故の特徴

・茨城県の事故の特徴を分析した結果、新たな選定指標は、二輪車事故、工作物接触の２つが考えられます。
・高齢者事故は、近年増加傾向にあることを踏まえ、重点的に対策を行う必要性があります。

従来の指標

〇死傷事故率
〇死傷事故件数
〇死亡者数
〇歩行者自転車事故
〇夜間事故
〇子供事故
〇高齢者事故
〇横断者歩行者事故
〇追突事故
〇正面衝突事故

新たな選定指標（案）

新たな選定指標（案）

〇死傷事故率
〇死傷事故件数
〇死亡者数
〇歩行者自転車事故
〇夜間事故
〇子供事故
〇高齢者事故
〇横断者歩行者事故
〇追突事故
〇正面衝突事故

（新規追加）
〇工作物接触事故
〇二輪車事故

青字：従来からある指標のうち、
死亡事故になりやすい指標

緑字：従来からある指標のうち、
全国に比べて多い指標

赤字：新しい指標
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事故データの選定（事故危険区間【第４期】の選定指標値）

34

変更点

※ 国管理は総事故件数が4件/4年以上の区間、
県管理は総事故件数が8件/4年以上の区間とする。

※ 各選定指標のワースト上位とは、指標毎に設定した選定ライン以上に該当する区間とする。選定ラインは
事故発生区間における平均事故件数の5倍とする。ただし、該当区間がない場合はワースト1の区間とする。

・事故危険区間【第４期】の事故データによる選定指標値について整理しました。
・今後さらなる事故の削減に向けて、選定指標について以下の方針で変更を行いたいと考えています。
・変更点として、「対象とする区間を国管理は総事故8件から4件に変更」、「選定基準を更新」、「高齢
者事故は1当、2当の事故を含める」、「新たな指標の追加（工作物接触事故、二輪車事故）」を考えて
います。

[選定指標の設定]

区
分

選定指標
選定基準

（変更前）
選定基準
（変更後）

平均値
H22-25

選定指標の根拠
（参考）
選定指標
H22-25

総
合
的
な
指
標

①死傷事故率 300件/億台
キロ 以上

300件/億台
キロ 以上

②死傷事故件数 31件以上 23件以上
4.6件

平均事故件数の
5倍

23件

③死亡者数 2人以上 2人以上 1.1人 ワースト1位 3人

県
内
の
特
徴
的
な
事
故
に
関
す
る
指
標

④歩行者自転車事
故

8件以上 8件以上
1.9件 ワースト1位

11件

⑤夜間事故 15件以上 12件以上
2.9件

平均事故件数の
5倍

12件

⑥子供事故 3件以上 3件以上 1.2件 ワースト1位 4件

⑦高齢者事故
(1当、2当を含
む）

5件以上 5件以上
1.4件 ワースト1位

8件

⑧横断歩行者事故 5件以上 5件以上
1.2件 ワースト1位

5件

⑨追突事故 21件以上 17件以上
3.4件

平均事故件数の
5倍

17件

⑩正面衝突事故 2件以上 2件以上 1.1件 ワースト1位 2件

新
た
な
指
標

⑪工作物接触事故 － 2件以上
1.0件 ワースト1位

2件

⑫二輪車事故 － 7件以上
1.4件

平均事故件数の
5倍

7件

選定指標 ※H22-25データ変更箇所は赤字

変更点 理由

① 対象とする区間を国管
理については総事故8
件から4件に変更
（茨城県においては8
件のままとする）※1

事故率が高くても
事故危険区間として
掬われていない箇所が存
在

② 選定基準の更新 事故対策のさらなる
質の向上

③ 高齢者事故に
２当を含める

第２当事者が高齢者とな
る死亡事故が多いため

④ 新たな指標の追加 新たな事故の特徴が確認
されたため

※ 最新データのワーストの値が以前の指標より高い場合、変更前の選定基準を採用
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※１：1箇所あたりの延長は常陸河川155.6m、宇都宮151.4m、
茨城県262.6mであり茨城県は国管理の2倍程度あるため
8件のままとした。



該当区間数

常陸河川 宇都宮 茨城県

選
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検
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検
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死傷事故率 300 7 48 1 3 13 126

死傷事故件数 23 1 4 0 0 0 6

死者数 2 3 5 0 0 1 3

歩行者・自転車×車両事故件数 8 0 1 0 0 1 8

夜間事故件数 12 0 3 0 0 0 4

子供（15歳以下）事故件数 1当2当 3 0 2 0 0 1 5

高齢者（65歳以上）事故件数 1当2当 5 15 24 0 3 17 48

横断者歩行者事故件数 5 0 1 0 0 0 2

追突事故件数 17 3 10 0 0 0 2

正面衝突事故件数 2 6 9 0 0 4 10

工作物衝突事故件数 2 1 1 0 0 0 1

二輪車事故件数 7 1 2 0 0 0 0

総該当区間数 34 90 1 5 35 172
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該当区間数

常陸河川 宇都宮 茨城県
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死傷事故率 300 6 42 1 3 13 126

死傷事故件数 31 0 2 0 0 0 0

死者数 2 1 2 0 0 1 3

歩行者・自転車×車両事故件数 8 0 1 0 0 1 8

夜間事故件数 15 0 2 0 0 0 0

子供（15歳以下）事故件数 1当2当 3 0 2 0 0 1 5

高齢者（65歳以上）事故件数 1当 5 0 4 0 0 3 10

横断者歩行者事故件数 5 0 0 0 0 0 2

追突事故件数 21 0 1 0 0 0 1

正面衝突事故件数 2 2 5 0 0 4 10

総該当区間数 9 53 1 3 23 146

従

来

の

指

標

事故データの選定（選定指標について）
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・新たな選定指標で事故危険区間の抽出の試算を行うと、常陸河川国道事務所管内では、現在の指標の9区
間に対し、新たな選定指標では34区間が抽出されます。宇都宮国道事務所では、現在の指標、新たな指標
ともに1区間が抽出され、茨城県では、現在の指標では23区間に対し、新たな選定指標では35区間が抽出
されます。

従来指標 ※国管理：総事故件数４件以上
県管理：総事故件数８件以上

新たな選定指標
※総事故件数８件以上

県全体 33区間

県全体 70区間

3-3．新たな事故危険区間【第４期】の選定手法について
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3-3．新たな事故危険区間【第４期】の選定手法について

基本データ H22-H25データ 事故ゼロプラン指標該当状況

基本指標 地域指標 新たな指標 基本指標 地域指標 新たな指標
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300 23 2 8 12 3 5 5 17 2 2 7
1 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 取手市 取手市毛有（区間） 22.4 4 2 1 1 0 1 0 1 0 1 0 ●

2 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 牛久市 柏田町交差点付近（区間） 233.1 9 0 3 1 0 5 0 5 0 0 1 ●
3 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 土浦市 土浦市中村南1丁目（区間） 70.7 7 0 0 3 0 0 0 4 2 0 1 ●

4 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 土浦市 中貫工業団地入口交差点付近（区間） 73.6 6 2 0 2 0 2 0 5 1 0 0 ●
5 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 かすみがうら市 上稲吉交差点付近（区間） 227.5 20 0 0 11 0 4 0 11 0 0 9 ●

6 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 かすみがうら市 かすみがうら市下稲吉（区間） 142.0 13 0 3 5 0 7 1 8 1 0 1 ●
7 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 かすみがうら市 新治小入口交差点付近（区間） 75.5 8 0 0 4 0 1 0 6 2 0 0 ● ●
8 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 小美玉市 小美玉市竹原下郷（区間） 79.1 6 0 0 2 0 1 0 3 1 2 0 ●

9 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 東茨城郡茨城町 茨城東高校北交差点 237.4 9 0 1 3 0 5 1 7 0 0 1 ●
10 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 東茨城郡茨城町 矢頭団地入口交差点付近（区間） 103.7 14 0 1 6 0 1 1 10 2 0 0 ● ●

11 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 日立市大和田町（区間） 191.9 21 0 1 8 0 1 0 18 0 0 2 ●
12 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 日立市森山町2丁目（区間） 210.2 23 1 4 9 0 6 2 15 0 1 3 ● ●

13 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 森山町2丁目交差点付近（区間） 182.7 20 0 1 6 0 5 1 15 1 0 4 ●
14 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 日立市金沢町1丁目（区間） 173.6 19 0 0 6 0 5 0 16 0 0 2 ●

15 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 日立市金沢町1丁目（区間） 164.5 18 0 1 6 0 5 0 10 1 0 6 ●
16 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 日立市 鮎川橋交差点 219.3 12 0 3 6 1 5 2 7 0 0 3 ●
17 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 日立市 城南町交差点 219.3 12 0 2 7 0 5 1 7 0 0 2 ●

18 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 国道245号入口交差点付近（区間） 101.5 15 0 1 5 0 6 1 13 0 0 1 ●
19 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 日立市 日立市神峰町4丁目（交差点） 325.0 10 0 2 3 0 4 1 5 0 0 2 ● ●

20 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 国土交通省前交差点付近（区間） 229.1 11 0 2 3 0 7 1 7 0 0 1 ●
21 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 日立市 田尻町南交差点 390.0 12 0 5 6 0 3 2 4 0 0 2 ● ●

22 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 日立市 小木津駅入口交差点付近（区間） 171.0 7 0 2 2 0 6 0 5 0 0 0 ●
23 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 高萩市 高戸交差点 325.0 10 0 2 3 0 4 1 7 0 0 0 ● ●
24 常陸河川国道 一般国道 6号 単路 北茨城市 北茨城市関南町神岡上（区間） 77.4 4 0 0 2 0 0 0 2 2 0 0 ●

25 常陸河川国道 一般国道 6号 交差点 日立市 東滑川町5丁目交差点 446.7 8 0 0 0 0 1 0 6 0 0 0 ● ●
26 常陸河川国道 一般国道 50号 単路 筑西市 筑西市玉戸（区間） 261.5 14 0 1 6 0 5 0 13 0 0 0 ●

27 常陸河川国道 一般国道 50号 単路 笠間市 笠間市石井（区間） 157.9 9 0 0 3 0 5 0 5 0 0 2 ●
28 常陸河川国道 一般国道 50号 単路 水戸市 水戸市加倉井町（区間） 163.8 19 0 0 1 0 2 0 18 0 1 0 ●

29 常陸河川国道 一般国道 50号 単路 水戸市 大工町交差点付近（区間） 306.7 14 0 4 5 0 2 0 5 1 0 0 ● ●
30 常陸河川国道 一般国道 50号 単路 水戸市 泉野3丁目西交差点付近（区間） 347.0 21 0 2 10 0 3 1 19 0 0 0 ● ● ●

31 常陸河川国道 一般国道 51号 交差点 潮来市 小泉交差点 184.4 6 0 0 2 0 2 0 3 2 0 0 ●
32 常陸河川国道 一般国道 51号 単路 鉾田市 鉾田市上沢（区間） 145.4 9 2 4 6 0 5 2 4 0 0 1 ● ● ●
33 常陸河川国道 一般国道 51号 交差点 鉾田市 樅山交差点 354.5 6 0 0 1 0 2 0 5 1 0 0 ●

34 常陸河川国道 一般国道 51号 単路 鉾田市 鉾田市勝下新田（区間） 76.8 7 0 0 2 0 1 0 5 2 0 0 ●
35 宇都宮国道 一般国道 4号 単路 古河市 古河市大堤（区間） 309.7 13 0 0 5 0 2 0 13 0 0 0 ● ●

36 茨城県 一般国道 118号 単路 水戸市 水戸市中河内町（区間） 313.2 15 0 1 3 1 3 0 4 1 0 0 ● ●
37 茨城県 一般国道 118号 単路 常陸大宮市 常陸大宮市鷹巣（区間） 89.1 11 0 2 1 1 6 1 8 0 0 1 ●

38 茨城県 一般国道 123号 単路 東茨城郡城里町 東茨城郡城里町那珂西（区間） 185.5 12 0 1 4 0 6 0 8 0 0 2 ●
39 茨城県 一般国道 124号 交差点 神栖市 木崎交差点 240.5 12 0 8 5 1 2 2 2 0 0 1 ● ●
40 茨城県 一般国道 125号 単路 稲敷郡阿見町 稲敷郡阿見町中郷2丁目（区間） 162.1 12 0 3 3 0 7 1 2 0 0 0 ●

41 茨城県 一般国道 245号 交差点 日立市 日立市水木町1丁目（交差点） 272.4 11 0 2 4 0 5 2 8 0 0 0 ●
42 茨城県 一般国道 294号 単路 取手市 取手市役所入口交差点付近（区間） 136.3 9 0 5 4 0 5 4 3 0 0 0 ●

43 茨城県 一般国道 294号 単路 取手市 取手市米ノ井（区間） 121.2 8 0 0 2 0 2 0 3 2 0 2 ● ●
44 茨城県 一般国道 354号 単路 土浦市 天川団地入口交差点付近（区間） 170.8 9 0 3 2 0 5 1 4 0 0 1 ●

45 茨城県 一般国道 354号 単路 土浦市 土浦市木田余（区間） 191.6 12 0 0 2 0 7 0 3 0 0 1 ● ●
46 茨城県 一般国道 355号 単路 石岡市 石岡市鹿の子2丁目（区間） 123.1 9 1 0 1 0 4 0 2 4 0 1 ● ●

47 茨城県 一般国道 355号 単路 笠間市 笠間市押辺（区間） 118.1 15 1 3 3 1 8 1 9 0 0 0 ●
48 茨城県 一般国道 408号 交差点 牛久市 岡見交差点 331.9 8 0 1 3 0 2 1 2 0 0 0 ● ●
49 茨城県 主要地方道 水戸鉾田佐原線 交差点 鉾田市 鉾田土木前交差点 436.6 9 0 2 1 0 4 1 3 0 0 0 ● ●

50 茨城県 主要地方道 石岡筑西線 単路 石岡市 石岡市東大橋（区間） 189.5 13 0 1 1 0 6 0 4 0 0 1 ●
51 茨城県 主要地方道 佐野古河線 単路 古河市 古河市中央町1丁目（区間） 206.8 11 0 4 2 0 7 1 5 0 0 1 ● ●

52 茨城県 主要地方道 茨城鹿島線 交差点 鹿嶋市 鹿嶋市棚木（交差点） 587.4 9 0 0 2 0 3 0 8 0 0 0 ● ●
53 茨城県 主要地方道 取手つくば線 交差点 つくば市 つくば市柳橋（交差点） 390.1 8 0 0 3 0 1 0 3 0 0 2 ● ●

54 茨城県 主要地方道 筑西三和線 単路 筑西市 筑西市西方（区間） 134.1 9 0 5 0 3 0 0 3 0 0 0 ● ●
55 茨城県 主要地方道 土浦境線 交差点 土浦市 土浦市千束町（交差点） 301.4 13 0 0 2 0 6 0 1 0 0 2 ● ● ●
56 茨城県 主要地方道 水戸岩間線 交差点 水戸市 水戸市見川2丁目（交差点） 332.5 8 0 3 1 2 2 2 3 1 0 0 ● ●

57 茨城県 主要地方道 つくば真岡線 単路 筑西市 筑西市門井（区間） 539.5 10 0 3 5 0 4 3 4 0 0 0 ● ●
58 茨城県 主要地方道 江戸崎新利根線 単路 稲敷市 稲敷市江戸崎甲（区間） 110.4 8 0 2 4 0 5 1 3 0 0 2 ●

59 茨城県 主要地方道 水戸神栖線 交差点 水戸市 水戸市備前町（交差点） 301.9 10 0 1 4 0 3 1 8 0 0 0 ● ●
60 茨城県 主要地方道 水戸神栖線 単路 水戸市 水戸市平須町（区間） 181.1 12 0 4 5 0 5 1 3 0 0 4 ●

61 茨城県 主要地方道 水戸茂木線 交差点 東茨城郡城里町 小松交差点 941.6 8 0 0 1 0 1 0 2 0 0 3 ● ●
62 茨城県 主要地方道 玉里水戸線 交差点 水戸市 水戸市萱場町（交差点） 713.0 8 0 0 4 0 1 0 5 0 0 0 ● ●

63 茨城県 一般県道 江戸崎下総線 単路 稲敷市 稲敷市高田（区間） 135.8 9 0 1 1 0 3 0 3 2 1 1 ● ●
64 茨城県 一般県道 土浦坂東線 単路 土浦市 土浦市上高津（区間） 72.1 9 0 0 2 0 6 0 4 0 0 2 ● ●
65 茨城県 一般県道 館野牛久線 単路 牛久市 牛久市猪子町（区間） 453.0 9 0 1 1 0 3 1 0 0 0 1 ● ●

66 茨城県 一般県道 荒川沖阿見線 単路 稲敷郡阿見町 稲敷郡阿見町阿見（区間） 229.5 12 0 4 5 0 6 1 2 1 0 4 ●
67 茨城県 一般県道 花室牛久線 交差点 つくば市 吾妻1丁目南交差点 251.8 12 1 3 0 0 5 0 3 0 0 1 ●

68 茨城県 一般県道 妻木赤塚線 単路 つくば市 つくば市二の宮4丁目（区間） 87.8 8 0 3 5 0 2 0 4 2 0 0 ● ●
69 茨城県 一般県道 笠間停車場線 交差点 笠間市 笠間駅入口交差点 995.5 8 0 3 1 0 3 1 2 0 0 0 ● ●

70 茨城県 一般県道 谷和原筑西線 単路 下妻市 下妻市小島（区間） 128.9 9 2 5 3 0 6 1 1 0 0 0 ● ● ●
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４．生活道路における事故対策の
取り組みについて

4-1．生活道路における事故対策に対する国の動き

4-2．生活道路における事故対策の取り組み
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4-1．生活道路における事故対策に対する国の動き
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4-1．生活道路における事故対策に対する国の動き

・交通事故による死者数は、昭和４５年をピークに減少し、現在はピーク時の約１/４になっている。

⇒昭和４０年代後半から昭和５０年代前半の減少は舗装、ガードレール、歩道橋等の整備による効果

⇒平成１６年以降の減少は科学的分析による集中的な事故対策の効果

・死傷事故件数は、現在、約57万件発生しており、最も少なかった昭和５２年の約４６万件と比較しても１０万件以上
多くなっている。

・道路種別別の死傷事故件数を比較すると、市町村道が最も多く、次いで多い一般国道の約１．８倍となっている。

【死傷事故件数、死者数の経年変化】

出典：平成26年交通事故統計年報 出典：平成26年交通事故統計年報

【道路種別別死傷事故件数】
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・G７の各国と人口10万人あたりの死者数を比較すると、自動車乗車中の死者数は１．３人と最少であるが、一方、歩
行中・自転車乗車中死者数は２．１人と最多となっている。

・歩行中・自転車乗車中の死者数は、平成２５年に２，１８４人/年であり、その半数が自宅から５００m以内の道路（主
に生活道路）で発生している。

【G7の人口10万人あたりの死者数】

出典：平成24年国際道路交通事故データベース（IRTADデータ）
出典：平成25年交通事故データ

（ITARDAデータ）

【自宅からの距離別歩行中・
自転車乗車中死者数の割合】
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246810 0
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n=2,184

4-1．生活道路における事故対策に対する国の動き



生活道路における国の動き
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第１０次交通安全基本計画（案）

資料：中央交通安全対策会議専門委員会議（第5回）（平成28年1月26日）

・国としても第10次交通安全基本計画（案）に生活道路における安
全確保（高齢者、子供、歩行者、自転車の安全確保）を謳っている。

4-1．生活道路における事故対策に対する国の動き
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4-2．生活道路における事故対策の取り組み



生活道路における事故対策の取り組み
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4-2．生活道路における事故対策の取り組み

・第14回委員会において生活道路の事故対策についても検討する必要があると委員から意見が出ています。

・茨城県移動性・安全性向上委員会として幹線道路と同様に対策検討や評価等を実施するのではなく、市町村が
各々地域住民と協働で地元の要望等を踏まえて検討していくと考えられるため、委員会の場では報告と位置づけて
対策の安全性等を委員の方々に確認して頂きます。

茨城県
移動性・安全性向上委員会

市町村
（道路管理者）

支援 報告
市町村が委員会の場に出てくるのではなく
事務局が状況を把握し、報告する

市町村が計画策定、評価の実施等で
困った場合に事務局で支援する
（各種事故データ等を提供する）

自治会やＰＴＡ等 交通管理者

地域協働

※ 第14回 茨城県移動性・安全性向上委員会 議事要旨（抜粋）※ 第14回 茨城県移動性・安全性向上委員会 議事要旨（抜粋）



生活道路の危険性に着目した事故危険区間の抽出方法（再掲）
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■抜け道利用実態調査

・本来、幹線道路を通行すべき交通が生活道路を利用している実態を把握することを目的として調査を実施する。
・一般的な道路利用者から普段の運転中に抜け道として利用している生活道路を収集するため、Webアンケート
調査により、茨城県全域での抜け道利用実態を収集します。

利用する曜日や時間の入力

利用する理由の記載

マウスにて位置を
クリックして抜け

道を選択

・抜け道として利用されており、かつ生活道路を含むエリア内で事故が発生している箇所を事故危険区間として選
定を行います。

①抜け道として利用されている生活道路が存在するかどうか。

⇒抜け道利用実態調査（Webアンケート）

②抜け道として利用されている生活道路（エリア）で事故が発生してるかどうか。

⇒事故データ

4-2．生活道路における事故対策の取り組み
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生活道路の危険性に着目した事故危険区間の抽出結果
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■抜け道利用実態調査結果

・Webアンケートは、平成28年1月8日～1月18日（10日間）実施しました。

・Webアンケート調査の回収は各市町村の人口比率に合わせて回収している。

・4,674名の回答者のうち、抜け道があると回答した人は43%（1,990人）である。

→現在、抜け道箇所について精査中であり、次回委員会について抜け道発生箇所について提示したい。

市町村人口に対する回収数

抜け道の有無

4-2．生活道路における事故対策の取り組み
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4-2．生活道路における事故対策の取り組み

生活道路の危険性に着目した事故危険区間の抽出結果（例）

・Webアンケート調査において、14名が水戸工業高校東交差点を抜け道発生箇所と回答しました。

・抜け道を利用する理由としては、「当該交差点の渋滞を避けるため」「信号に影響されない」が挙げられ
ています。

■抜け道発生箇所の例 （水戸工業高校東交差点）

14名がこの経路を抜け道として認識
さらに、このうち7名が毎回利用していると回答

抜け道として利用する主な理由

① 当該交差点の渋滞を避けるため
・渋滞がひどいため
・ほとんど渋滞しているため。
・当該交差点の渋滞がひどいため
・交差点の渋滞、信号を待たないで行けるため。

② 信号に影響されないため
・信号に影響されないし、近道だから
・信号が無い分早いため
・信号待ちがなく駅南大通りに抜けることができる。

自身が抜け道

として利用

3人
21%

他者の抜け道利用

を見かける

6人
43%

自身も利用するし

他者の利用も見かける

5人
36%

抜け道利用の主体

N=14

水戸工業高校東交差点
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５．今後のスケジュール



今年度の安全性向上委員会のスケジュール
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○本日の委員会

１．前回委員会における主な指摘事項と対応

２．平成２７年度合同現地診断結果について

３．新たな事故危険区間（第４期）の指標について

４．生活道路における事故対策の取り組みについて

〇次回 安全性向上委員会（平成28年6月開催予定）

・事故危険区間の追加対策の検討

・新たな事故危険区間【第４期】の区間抽出について

・生活道路の安全対策についての進捗報告

５．今後のスケジュール


